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プログラムの目的及び内容

本プログラムでは、学生の社会人基礎力の向上を

図り、希望進路の実現を支援することを目的とし、

４年間を通したキャリア形成支援・就職支援プログ

ラム「教職を志す体育・健康福祉学部学生への総合

的就職支援体制の確立」の活動に取り組む。本取組

では、本学の教育の大きな柱であり、学生の就職希

望が多い、教員への進路を実現するための支援を重

点的に行う。具体的には、キャリアウィークの新設、

キャリアセミナーや自主学習支援講座の拡充、キャ

リアカウンセラーの配置、キャリア計画ノートの作

成や eポートフォリオの活用などによる、総合的な

就職支援を行う。体育大学という特性上、多くの学

生が運動部で熱心に活動を行っている実情に合わせ

た、独自の支援システムを構築する。また本学既卒

の教職希望者への支援も視野に、キャリア支援セン

ターを諸作業の軸とし、本学の教育力を総合的に機

能させ学生の希望進路の実現を図る。

到達目標

①全学的に「キャリアウィーク」（短期集中講座）

を実施することにより、進路に対する意識付け、基

礎学力の向上、社会人としての「基礎力」を向上さ

せる。

②自由科目「キャリアセミナー」の授業の開設に

より、より多くの学生に明確な進路選択の意識付け

をさせる。

③「キャリア計画ノート」を作成することにより、

早い段階から学生のキャリア意識や「社会人」とし

ての学力の形成を向上させる。

④自主学習支援講座を担う非常勤講師を増員する

ことにより、教員志望の学生が受講できる機会が増

え、より多くの学生が支援を受けることができ、一

層の学力向上に繋がる。

⑤キャリアカウンセラーとキャリア支援センター

教職担当事務員を新規に配置することにより、より

細かな進路相談をすることができ、多くの学生の進

路選択を充実させる。

⑥最終年度には本学生推進事業報告書を作成し、

社会への公表・普及に繋げる。

プログラムの実施内容

①１～３年次生の全学生を対象に、後期の通常授

業期間終了後（２月中旬）「キャリアウィーク」を午

前２コマ、５日間実施した。（表１）

②２・３年生を対象に「キャリアセミナー」の授

業を、自由科目として通常の授業時間内に開講した。

③１年次より「キャリア計画ノート」を作成させ、

特に教員免許取得希望の学生には「毎時間の学習記

録」と学期ごとの学びを省察する「学習点検シート」

を作成させ、年度末に提出させた。

④「自主学習支援講座」は、非常勤講師を増員す

ることにより週 10 コマ開講し、学生の自主学習の機

会を提供した。またキャリア支援部の総括アドバイ

ザーを中心に、キャリア支援部で集団面接、個人面接、

模擬授業に重点をおいた教員採用試験対策を実施し

た。

⑤2009(平成21)年９月から、キャリア支援部にキャ

リアカウンセラーとキャリア支援センター教職担当

事務員を新規に配置し、キャリアアップを図る学生

のサポート体制を整えた。

⑥最終年度には本学生推進事業報告書を作成し、

社会への公表・普及に繋げた。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

キャリア支援センターを中心にキャリア支援委員

会、キャリア支援部の３者が連携を図りながら本プ

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒590-0496 大阪府泉南郡熊取町朝代台1-1
学校法人 浪商学園

教職を志す体育・健康福祉学部学生への総合的就職支援体制の確立

私立 大阪体育大学
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ロクラムを推し進めた。主に本事業の日常的な活動

はキャリア支援部が推進し、学生・教職員に対して

は新年度のガイダンス、各種就職ガイダンスまたホー

ムページや学内掲示を通じて周知徹底を図った。

特に本事業の特徴である「キャリアウィーク」の

実施にあたっては、副学長を責任者にして実行委員

会を設置して、プログラムの実施計画の周知を図っ

た。また、ホームページに本学生支援推進事業に関

するコーナーを設置して社会に公表した。

２．当該プログラムの成果

（１）自己評価は、どのような観点で行ったか。

①「キャリアウィーク」の評価は、まず、教務補

佐の協力を得て、全講座で出席管理を行い、学生に

「キャリアウィーク」の参加を義務付けた。また、講

座最終日に「キャリアウィーク」に対するアンケー

ト調査を実施し、学生の満足度やニーズを分析して、

講座内容の改善や就職支援の施策立案に活用した。

②「キャリアセミナー」については、通常授業最

終日に学生の授業評価を実施し、授業の成果や改善

点を見つけ出した。

③教員免許取得希望者の「毎時間の学習記録」と

「学習点検シート」は、年度末に提出させ、教職科目

を担当している専任教員が学生の自己評価の記述内

容や成績評価を点検・評価し、平成 23 年度からは本

学ホームページ上の eポートフォリオを活用して学

生にフィードバックした。

④「教員採用試験対策のための自主学習支援」に

ついては、各学期の初めと終わりに教職課程委員会

委員長が自主学習講座に参加している学生を集めて

ガイダンスを行った。特に小学校教員免許を通信教

育で受講している学生には、履修状況や受講上の問

題点などを話し合い、改善に努めた。

⑤本学生推進事業の成果を検証する作業として、

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度の就職状況（特

に教員採用試験）の結果をまとめて、学内誌（OUHS

ジャーナル）やホームページ上に就職情報のコーナー

を設置して社会に公表した。

⑥その他の事業については、主にキャリア支援部

の日常業務の中で、毎週金曜日に事務連絡会で事業

の進捗状況や問題点について話し合い、改善に努め

た。

（２）到達目標に達したか。具体的な成果は何か。

①本事業の特徴である「キャリアウィーク」は、

１～３年生を対象に、全員に出席を義務づけて実施

し、単位化していないにも関わらず、３年間の出席

率は全体平均で 2009( 平成 21) 年度 81.6％、2010( 平

成 22) 年度 77.4％、2011( 平成 23) 年度 74.5％と高い

値を得ることができた。特に３年生の教職を志す教

員希望クラスの出席率は 2009( 平成 21) 年度 81.9％、

2010( 平成 22) 年度 84.4％、2011( 平成 23) 年度 75.8％

と大変高い出席率を得ることができ、ほぼ目標値を

達成することができた。（表２・３）

次に「キャリアウィーク」の最終日に実施した学

生によるアンケート調査の中の「講座内容の満足度」

や「進路に向かって力になったか」の点検・評価（表４・

５）では、2009( 平成 21)・2010( 平成 )22 年度の３年

生の評価はほぼ満足のいく評価であったが、１年生

の評価は厳しい内容であった。しかし、2011( 平成

23) 年度は実施内容を大幅に見直した結果、各学年と

も３年間で最も高い評価を得ることができた。特に

今まで評価が低かった１年生の評価に大変高い値を

得ることができ、今後の実施内容の方向性を見つけ

ることができた。（図１・２・３）また学生の進路選

択に対する意識付けや、社会人基礎力の育成を図る

ことができた。

②「キャリアセミナー」については、2010( 平成

22) 年度から２・３年生全員に対象を広げて、自由科

目として通常の授業時間内に開講した結果、履修者、

出席率とも増加してきている。また講義に対する総

合評価も 2010( 平成 22) 年度は８割近く、2011( 平成

23) 年度は７割以上の学生が満足しており、学生に明

確な進路選択の意識付けを図ることができた。（図４・

５・６・７）

③１年次より「キャリア計画ノート」を作成する

ことにより､ 学生のキャリア意識や社会人としての

学力形成の向上に繋がった。特に教員免許取得希望

者には「毎時間の学習記録」と「学習点検シート」

を作成させることにより、学習の振り返りを行う機

会になった。

また、教職科目を担当している専任教員が「学習

点検シート」に記載されている学生の自己評価の内

容や成績評価を点検・評価し、本学ホームページ上

の eポートフォリオを活用して学生にフィードバッ

クしたことで、教職への意欲の喚起と学習の定着に

役立つことができた。なお、2011( 平成 23) 年度には

授業の出席管理、eポートフォリオを含めたデーター

ベースを構築することができた。

④「教員採用試験対策のための自主学習支援」に

ついては、非常勤講師を増員することにより自主学
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習講座を週 10 コマ開講することができ、教員志望の

学生が教員採用試験対策のための講座を受講する機

会が増え、これらの学習支援により一層の学力向上

に繋がり､ 運動部活動と教職に関する学習を両立さ

せることができるようになった。また、キャリア支

援部の総括アドバイザーを中心に、キャリア支援部

で集団面接、個人面接、模擬授業に重点を置いて学

生指導にあたり、学生の意識の向上と意欲の向上に

繋がった。また、教員採用対策のための学内セミナー

を開催し、教員志望の学生への採用実現に向けてサ

ポートすることができた。

⑤「キャリアカウンセラー」を 2009( 平成 21) 年９

月からキャリア支援部に配置し、初年度は延べ 70 回、

２年目は延べ 450 回、３年目も延べ 400 回を超える

進路相談や面接練習を実施し、今日の社会構造の変

化、不安定な経済情勢に対する学生の自己実現や就

職についての不安の縮小を図ることができた。また、

本学キャリア支援部専任職員との連携により、従来

以上にきめ細かな進路相談の実施によって、多くの

学生の進路選択を充実させることができた。

キャリア支援センター教職担当の事務員を配置し

たことにより､ キャリアウィークの準備及びキャリ

ア計画ノートの作成補助等の実施が円滑に行え、ま

たキャリア支援センターの一層の機能充実を図るこ

とができた。

⑥ 2012( 平成 24) 年３月末日に本推進事業報告書を

発刊し、社会に公表・普及に繋げることができた。

最後に、本学生支援推進事業に取り組んだ 2009( 平

成 21) 年度から 2011( 平成 23) 年度までの就職状況、

特に本事業の目的である教職を志す学生の進路状況

（教員採用試験の結果等）をまとめて報告する。

★就職状況について（特に教員採用について）

① 2009( 平成 21) 年度の就職状況

2009( 平成 21) 年度の就職率は体育学部 95.4％、健

康福祉学部 97.6％の高い数値を示し、大学全体で

は 95.9％の高い水準を得ることができた。この数字

は 2009( 平成 21) 年度卒業生を対象とした文部科学

省と厚生労働省が発表している「就職状況統計調

査」91.8％と「体育大学協議会加盟大学就職状況等」

91.7％と比較してみても大きく上回る結果であった。

その中でも教員採用状況では、現役学生の教員採

用試験延べ合格者が前年度の 2.3 倍の 23 人、既卒者

の合格者 89 人で、昨年度実績の 77 人（現役合格者

10 人、既卒合格者 67 人）と比較すると、35 人増加

したことは特筆すべきことである。また、教員を除

く公務員合格者数は、前年度の 1.5 倍の 62 人（前年

度 41 人）と大幅に増加した。これらの要因としては、

従来から取組んでいるキャリア支援部の活動が学生

に浸透し、また活動内容では教員採用試験対策にお

ける個別指導が実を結んできた結果ではないかと考

えている。

表６ 2009( 平成 21) 年度 卒業生進路状況

表７ 2010( 平成 22) 年度 教員採用試験合格者

② 2010( 平成 22) 年度の就職状況

2010( 平成 22) 年度の就職率は体育学部 97.6％、健

康福祉学部も 97.6％の高い数値を示し、大学全体で

は 97.6％と前年度（95.9％）を上回る高い水準を得る

ことができた。その中で教員採用状況では、現役学

生の教員採用試験延べ合格者が９人で、昨年度の延

べ 23 人と比較すると延べ 14 人の減少となった。し

かしながら、既卒者の合格者は 121 人と昨年度より

32 人増加した。特に大阪府 40 人、大阪市 16 人、堺

市９人、兵庫県 15 人となり、合計 80 人の合格者を

輩出している。これら自治体の保健体育科の合格者

数の総計が 258 人であり、本学の卒業生が 31.0％を

占める好成績であった。

表８ 2010( 平成 22) 年度 卒業生進路状況

表９ 2011( 平成 23) 年度 教員採用試験合格者

③ 2011( 平成 23) 年度の就職状況

今年度の教員採用状況は、現役学生の教員採用試

験延べ合格者が 20 人で、昨年度の延べ９人と比較す

ると延べ 11 人の増加となった。また、既卒者の合格

者数 77 人（2012( 平成 24) 年３月７日現在）であるが、

まだ合格したことをキャリア支援部に報告していな

い既卒者がいると思われる。次に公務員合格者数も

49 名と、昨年より 15 名上回る好結果であった。

これらのことは、３年間にわたる本学生支援推進

事業の取組が着実に実を結んできていることを裏づ

ける結果であると考えている。なお、大学全体の就

職状況は現在集計中であり、毎年５月１日を集計の

リミットとしている。今年度も昨年度同様、就職率

95％以上を見越している。

表 10 2012( 平成 24) 年度 教員採用試験合格者

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

①本学の特徴である「キャリアウィーク」を３年
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間実施したことで、学生・教職員に活動内容や成果

について理解が深まり、全学あげての重要な取組と

して定着しているので、今後も実施内容をさらに精

選し継続する予定である。

②「キャリアセミナー」については今後も２・３

年生を対象にして、自由科目として通常の授業時間

内に開講し、学生に明確な進路選択の意識付けを図

りたい。

③「教員採用試験対策のための自主学習支援」に

ついては、自主学習講座を継続して週 10 コマ開講し、

教員志望の学生のより一層の学力向上に繋げていき

たい。次に、キャリア支援部の面接指導や模擬授業

の個別指導を重点的に行い、現役学生の合格者の増

加に努めていきたい。

また学内セミナーについても積極的に推し進めて

行く。

④キャリアカウンセラーについては、今後もキャ

リア支援部に配置して本学キャリア支援部専任職員

との連携により、従来以上にきめ細かな進路相談を

行い、多くの学生の進路選択を充実させていきたい。

２．今後の計画

上記の諸事業の３年間に亘る取り組みにより、「教

職を志す体育・健康福祉学部学生への総合的就職支

援体制の確立」が全学的にでき上がりつつあると考

えている。今後はこれまでの３年間の成果を踏まえ

て、さらに大きく就職支援活動を前進させるために

も、本学の特徴である「キャリアウィーク」の実施

については、補助金対象期間が終了しても「キャリ

アフェスタ」と銘打って内容を精選し、継続する予

定である。

また、「本学の中期の目標と計画（2011( 平成 23)

年度～ 2014( 平成 26) 年度）」の取組の中に、「就職力」

を高めることが重点目標として策定されている。特

に教職を志す学生のサポート体制を強化することが

重要項目になっている。具体的な取組としては、教

職課程センター（仮称）を開設し、教職志望の学生

をサポートする取組や、過年度卒業生への教員採用

試験対策の支援、学習支援室による小学校教員免許

取得希望者のサポート活動を支援する取組、学校イ

ンターンシップ活動の早期化などである。また小学

校教員養成課程の開設についても、早期に決論を出

すことが求められている。

このように３年間で確立された「教職を志す学生

への総合的就職支援体制」の上に、これらの新しい

取組を積極的に取り入れ、教職を志す学生の夢の実

現のために、今後もキャリア支援センター、キャリ

ア支援委員会、キャリア支援部の３者が連携を図り

ながら、総合的就職支援体制をさらに強化していき

たい。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

・キャリア支援部から内定未定者全員に連絡をと

り、個別指導（個別支援）を徹底した。

・キャリア支援部内に４年生求人コーナーを設け、

支援活動を行った。

・採用担当者を学内に招き、内定未定者に説明会

を実施した。

・キャリアカウンセラーへの相談を、電話、メー

ルでも可能にした。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

・卒業生全員に進路事前調査を行い、希望進路先

の求人情報を卒業後もメールにて提供している。

・卒業後もキャリア支援部にて随時個別相談を受

け付けている。

・既卒者に対して、ホームページを利用し教員採

用試験２次対策講座の案内を行い支援している。

・各都道府県の学生支援先（JOB カフェ ･ 学生支

援センター）の説明を実施している。
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資 料
表 -1 平成 23 年度 キャリアウイーク 実施計画表

表 -2 キャリアウイーク出席状況 表 -6 平成 21 年度 卒業進路状況

表 -3 キャリアウイーク出席状況

表 -4 ｢講座内容の満足度｣ について（好意的な回答）

表-5 ｢進路に向かって力になったか｣について（好意的な回答）
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表 -7 平成 22 年度 教員採用試験合格者

表 -8 平成 22 年度 卒業生進路状況

表 -10 平成 24 年度 教員採用試験合格者

平成 23 年度 キャリアウイーク アンケート結果

表 -9 平成 23 年度 教員採用試験合格者
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図 -4 平成 22 年度 講義に対する評価

図 -5 平成 22 年度キャリアセミナーの総合評価は？



事例 13 大阪体育大学

152

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

図 -6 平成 23 年度 キャリアセミナーの講義に対する評価

図 -7 講義全体の総合評価
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視察日：2012(平成24)年10月25日（木）

総 評

永吉宏英・大阪体育大学学長、柏森康雄・副学長、

福田芳則・体育学部長、伊藤美智子・キャリア支援

委員会委員長、宮崎光弘・キャリア支援センター長、

石田裕一・事務局長より、本取組の概要について聴

取した。学長からは、「キャリアウイーク（短期集

中講座）」などが学生の意欲を引き出し、本年度は

教員の現役合格者が 30 名を超え、既卒者を加える

と 120 名以上が教員として採用されたことなど大き

な成果を上げているとして、本支援事業が採択され

たことに謝意が表された。

続いて、副学長より、１～３年次全員必須の「キャ

リアウイーク」について、修正を加えながら充実を

図ってきた過程について詳細な説明を受けた。キャ

リア支援センター長からは、「キャリアウイーク」

は今年度からは「キャリアフェスタ」としてより充

実した内容で実施している、という説明があった。

こうした説明により、本取組が、単なる就職活動

スキルの伝授にとどまらず、社会人としての基礎力

形成を図るプログラムとなっていることが改めて確

認できた。さらに、「キャリア計画ノート」（「キャ

リアウイーク」等で学んだ記録をファイリング）、

「学習点検ノート」（教員免許取得希望者は作成が義

務）を学生に作成させていることも、自ら考え、そ

れを文章にするという主体的取り組みを促すもので

あり、優れた取組として評価できる。

こうした取組に加え、自主学習支援非常勤講師の

増員、本事業の最終報告書の作成・公表などもなさ

れており、当初掲げた到達目標は達成されていると

判断できる。

個別事項

①キャリア支援センター長から、昼休み（40 分）

に企業等の就職説明会を開いているとの説明があっ

た。体育大学という性格上、５限以降はクラブ活動

に取り組む学生が多いことに配慮していることがう

かがえた。

評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

優れている点として、単なる就職活動スキルにと

どまらず、意識付け、基礎学力を含む社会人として

の基礎力形成をはかるプログラムとなっていること

があげられる。また、「キャリア計画ノート」「毎時

間の学習記録」「学習点検ノート」を学生に作成さ

せることは、自ら考え、文章にするという主体的取

組を促すものとして高く評価できる。「キャリアウ

イーク（短期集中講座）」の実施、「キャリア計画ノー

ト」の作成、自主学習支援非常勤講師の増員、キャ

リアカウンセリングの実施、事業報告書の公表と

いった当初の到達目標がすべて達成されたことが確

認できる。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告
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②本学では、教員志望の学生が多いのだが、公務

員や一般企業希望の学生もおり、就職説明会のリス

トを見ると、そういう分野の学生への就職支援活動

も行われていることが確認できる。

③キャリア支援センターを視察したが、同セン

ター内に自由にパソコンで就職情報を検索できる

コーナーが設けられ、学生が熱心にパソコンに向

かっていた。

④就職内定者へのインタビューを実施した。教員

内定者２名、公務員内定者１名。入学時からきめ細

かい就職支援活動が始まっていることが確認でき

た。

⑤教員の世界では、卒業してすぐに常勤職に就け

るものだけではなく、非常勤等で生活しながら常勤

職採用を目指している者が多数おり、そうした既卒

者に対する手当が求められている厳しい状況を知っ

た。キャリア支援センターでは既卒者に対するサ

ポートも行っていることが確認できた。

⑥今後の就職支援プログラムについて副学長よ

り、達成できた成果を基に、今後も改善を重ねつつ、

継続を図っていく強い意向が表明された。


